
エネルギー変換の技術の見方・考え方を働かせ，災害時に役立つ製品を開発する実践的・体験的な活動を通して，生活や社会で利用され
ているエネルギー変換の生活と社会，環境とのかかわりについて理解を深めるとともに，エネルギー変換の技術を工夫し創造しようとす
る実践的な態度を身につける。

年度 学年 教科 授業数／週

令和8年度 ２年 技術家庭科：技術分野 2

教科書

開隆堂（A:材料と加工の技術，B:エネルギー変換に関する技術）

補助教材

正進社：技術・家庭ノート（エネルギー変換に関する技術）

年間指導目標

観点 評価材料 評価基準

知識
・
技能

・定期テスト
・実技テスト
・作品製作
　（金属製品）
　（充電式ラジオ）

左記の評価材料を点数化し，総合的に評価する。

A：達成できた（８割以上）
B：概ね達成できた
C：あまり達成できなかった（３割以下）

思考
・
判断
・
表現

・製作工程表
・作品製作
　（金属製品）
　（充電式ラジオ）
・回路実験レポート
・学習プリント

左記の評価材料を点数化し，総合的に評価する。

A：達成できた（８割以上）
B：概ね達成できた
C：あまり達成できなかった（３割以下）

主体的に
学習に
取り組む
態度

・学習ノート
・学習プリント
・製作工程表

左記の評価材料を点数化し，総合的に評価する。

A：達成できた（８割以上）
B：概ね達成できた
C：あまり達成できなかった（３割以下）

注意事項
使用する用具や機械の使用の安全な仕方を身につける。
はんだづけの際のやけどに十分注意する。　作業中の安全事項を守り感電に気をつける。

アドバイス
作品作りに粘り強く学習に取り組むこと。
作業に使う電子部品は極性があり，回路図をよく確認し作業に集中することが大切。


